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＜ポイント＞ 
◇全方位カメラでの 360 度撮影により、被写体にカメラを向けることなく、簡単に撮影可能。 
◇AI による物体検出で対象物の位置や種類を把握し、写真に残したい部分をピンポイントで

切り取り写真データとして抽出。 
 
＜概要＞ 

大阪公立大学大学院情報学研究科の岩村 雅一准教授、平林 直樹氏（大阪府立大学大学院 
工学研究科 修了）らと独立行政法人大学入試センター研究開発部の南谷 和範教授の研究グ

ループは、全方位カメラを用いた写真撮影システム「VisPhoto」を開発しました（図 1）。 
今や SNS での写真共有は、目が見える人（晴眼者）では当たり前に行われていますが、視

覚障害者ではどうでしょうか。視覚障害者においても、思い出を写真として残し、家族や友

人へ共有したいという想いがあります。このような方をサポートすべく、本研究グループで

は視覚障害者の撮影をサポートするスマートフォン用の音声ガイド付きアプリを提供してき

ましたが、被写体がフレームに入らない場合や複数ある場合、動いている場合は上手く撮影

ができないという課題があります。 
本システムではまず、撮影した画像に含まれる対象物の位置や種類を AI の物体検出で把握

します。そして、写真に残したい対象物を、撮影時に録音した音声や、ウェブインタフェー

スで選択することで、その部分を切り取り、写真データとして抽出できます。本技術は 360
度の撮影が可能なため、被写体にカメラを向けず簡単に写真を撮影ができる画期的な新シス

テムです。 
本研究成果は、Association for Computing Machinery が刊行する「Proceedings of the 25th 

International ACM SIGACCESS Conference on Computers and Accessibility」に、2023 年

10 月 22 日に掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

視覚障害者を支援する 

AIを活用した写真撮影システム「VisPhoto」を開発 

見えなくても伝えたい想いがある！ 

 

図 1 新たに開発した写真撮影システム
「VisPhoto」の概略図 
 
① 視覚障害者が全方位カメラを用いて

写真を撮影。 
 
② 360 度の撮影データを AI が分析

し、画像に含まれる対象物の位置や
種類を検出しリスト化。 

 
③ 検出されたリストの中から、写真に

含めたい対象物を選択。 
 
④ 選択された対象物が写る範囲を切り

取ることで写真が完成。 



 
 
 
 
 
 
＜研究の背景＞ 

視覚障害者には、目が見える人（晴眼者）が思いもよらないようなさまざまな困り事があ

り、その一つが写真撮影です。撮影の目的の中には、スマートフォンアプリによる文字の読

み取りや、目の前の箱が何の箱なのか、何色なのかといった視覚的な情報を得ることが挙げ

られます。これらはすでに人工知能（AI）により実現されています。 
一方、旅行などで思い出を記録することも撮影目的の一つです。視覚障害者の撮影を

サポートするため、音声ガイド付き撮影システムの開発が進んでおり、本研究グループも

スマートフォン用アプリを提供しています。しかし、従来の撮影システムでは一度被写体を

カメラで写さなければ音声ガイドが動作せず、また被写体が複数ある場合や動いている場合

は上手く撮影ができないという制約がありました。 
 

＜研究の内容＞ 
本研究では、全方位カメラ（全天球カ

メラ）を用いることで、従来手法（図 2）
とは異なり視覚障害者が被写体にカメ

ラを向けずに撮影できる新システム

「VisPhoto」を提案しました。 
まず、全方位カメラを用いて周囲を

撮影します。全方向を一度に撮影でき

るため、被写体が物陰に隠れていない

限り、周囲の物体が写真に写ります。 
次に、全方位カメラで撮影した写真

の中から視覚障害者が写真に残したい

ものを選択します。物体検出技術と呼

ばれる AI 技術を用いて、写真に写る物

体の位置と名前をスクリーンリーダー

で読み取り、音声や点字ディスプレイ

により視覚障害者に伝えます。それを

確認した視覚障害者が、例えば「バナナ

とオレンジ」を写真として残したいと

コンピュータに指示することで、バナ

ナとオレンジが写った写真が切り出さ

れ写真として保存されます（図 3）。 
 
 
 

 

平林 直樹氏 

VisPhoto を視覚障害者の方に使ってもらい、喜びの声を聞けたことは非常

に印象的な経験でした。より良いシステムになるよう改善を重ねたり、シス

テムの有用性を定量的に示す方法を考えたりすることにはかなり苦労しまし

た。視覚障害の有無にかかわらず、SNS 映えするような写真を撮影できる

システムの実現に近づいたことを、とても嬉しく思います。 

図 3 本研究で提案した、全方位カメラを用いて撮影す

る新手法。撮影した写真のうち、バナナとオレンジが写

る部分を切り出して「写真」として保存する。 

図 2 アプリにより視覚障害者のカメラの向きを指示する 

典型的な従来手法 



＜期待される効果・今後の展開＞ 
本研究で開発した新システムにより、被写体にカメラを向けることなく、簡単に写真撮影

することが可能となりました。 
なお、実際に本提案手法を体験した視覚障害者の方からは、「VisPhoto によって保存した

写真が、どのように写っているかを知りたい」という声がありました。今後はこの課題を解

決すべく、研究を進めていきます。 
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